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牛のゲップの CO₂

それで、カナダ政府とオランダの化
学会社が共同で、牛の飼料に混ぜてガ
スの発生を抑制する薬品の開発を進め
ている。また、牛へのワクチン接種で
微生物の働きを抑えてガスの発生を防
ぐ研究も、ニュージーランドで進めら
れているというのです。現状では、こ
のガスの発生を抑制する薬品の試薬で
60％、ワクチンの接種で 30％の牛の
ゲップによるガスの削減成果が報告さ
れ、２年以内の実用化が期待されてい
ると言われます。
この “牛のゲップ削減計画 ”が成功す
るためには、薬入りの飼料やワクチンを
使う牛肉の安全性とその費用の負担が問
題になりますが、それに対して、たとえ
ば、生産者には、“メタンの発生を抑え
るとそのエネルギーが牛の肉量や乳量の
増加に回る ”また、消費者には、“クリー
ンな牛肉が、美味で健康によい ”などの
効果を示せるようになれば、この計画が
加速的に進展する可能性も出てくるで
しょう。
しかるに、一方、牛のクリーン化を宣
伝すれば、かえって牛肉や乳製品の大量
消費に繋がることも考えられます。よっ
て、食肉・乳製品業界への配慮をしつつ
牛肉や牛乳の摂取を減らして、代わりに
鶏肉や豚肉、また豆乳などを摂ることが、
心臓疾患、癌、糖尿病の予防に役立つな
どの啓蒙活動なども必要になるでしょ
う。
いずれにしろ、発電所や工場、あるい
は運輸機関などによる化石燃料の燃焼の
削減・停止を目指すだけでは足りずに、
牛のゲップによる CO₂ 濃度を下げる研
究が必要なほどに、地球温暖化の危機が
拡大していると考えられており、その対
策が練られているということなのです。

米海洋大気局（NOAA）は、今年３月
の世界の大気中の二酸化炭素（CO₂）濃
度が、月平均で地球温暖化の危険水準と
される 400ppm を、観測史上初めて超
えたと発表しました。このCO₂ 濃度は、
地質学的な証拠からしても、過去数百年
間にない水準だとされます。
多くの気候科学者が、地球の平均気温
が、産業革命の時に比して２℃上がれば、
食料、水、健康、土地、安全保障、エネ
ルギー、経済活動など、文明のすべての
分野に被害が出ると考えています。そし
て、それを回避するためには、CO₂ 濃度
を 405ppm 以下に抑えねばなりません
が、世界が現在のペースで化石燃料を燃
やし続ければ、22 年後の 2036 年まで
にその濃度を超えると危惧されているの
です。
その危機を回避するためには、化石燃
料からの脱却以外にも、種々対応を考え
ねばなりませんが、その一つとして、「牛
のゲップの環境破壊力」という記事があ
る雑誌に掲載されていました。（『ニュー
ズウィーク』日本版 5月 19 日号）
牛などの４つの胃袋をもつ反すう動物
の消化器には、食物繊維の消化吸収を助
ける大量の微生物が生息していて、それ
らが食物繊維を分解する過程で二酸化炭
素とメタンガスを排出する。そのガスは
ゲップやおならで体外に出るのだが、そ
の量が半端なものではない。１頭の牛が
排出する温室効果ガスは、二酸化炭素に
換算すると、小型の車１台分に相当する。
国連食料農業機関（FAO）の統計では、
牛のメタンガスの総排出量は、世界の温
室効果ガス排出量の約４％にもなると言
われ、自動車などの輸送機関による排出
量 14％に比べても、決して無視できな
い量なのです。
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